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10月20日に榴岡公園で実施された「第34回みやぎの・まつり」を支援しました。
爽やかな秋晴れの下、榴岡公園には家族連れや子供達がたくさんおとずれ、賑やかなお祭りとな

りました。防災・防犯交通安全コーナーに消防車やパトカーと一緒に自衛隊車両の展示や、撮影コ
ーナー、募集広報コーナーを開設し、多くの方に見学や写真撮影など楽しんでいただきました。
自衛隊についてご理解をいただくとともに、近隣の方々と交流することができ充実した一日とな

りました。

東北方面隊は、創隊64周年事業の一環として、「前進～踏み出そう、この
一歩を。～」をテーマに掲げ令和６年９月21日に記念コンサート、22日に記
念行事をそれぞれ開催しました。
記念コンサートでは、東北方面音楽隊、第６音楽隊、第９音楽隊に加え東
北方面フラッグ隊、八戸陣太鼓、さくら太鼓が出演し、躍動感溢れる演奏演
技に観客も一体となり拍手喝采が鳴り響きました。
記念行事は、悪天候のため、一部の行事を縮小しておこなわれましたが、

体験搭乗、装備品展示、ミニコンサート等のイベントが催され、多くの来場
者で賑わいました。
駐屯地周辺の皆様には、事前訓練から当日までの数日間、大きな空包射撃

音へのご理解等ありがとうございました。おかげさまで、駐屯地には来場者
の笑顔があふれ、地域の皆様との絆も深めることができました。
皆様のご理解とご協力により成功裏に終了できましたことを改めて感謝申

し上げます。

駐屯地内には、戦国時代に南方の監視を任務としていた場所「南目館碑」
や、陸軍造兵廠時代貨物線を引き込んで補給品等を輸送していた時の「プラ
ットホーム跡」また春には桜並木が見事で秋には銀杏並木や紅葉などの紅葉
等がご覧になれます。駐屯地見学でご覧になれますので、お電話でのお問い
合わせの上、是非仙台駐地に見学に来てください。皆様のお越しをお待ちし
ております。



【ホームページ】 【 Ｘ 】 旧Twitter
令和６年度上半期の駐屯地献血支援は５回、

１８０名の隊員に協力いただきました。
駐屯地は、輸血を必要とする方に隊員の想い

が届くよう令和６年度下半期も引き続き献血に
協力してまいります。

仙台駐屯地は、１０月下旬、宮城県の中学校２校（上杉山中学校７名・青陵中学校５名）の職
場体験活動に協力しました。
生徒達は自衛隊及び仙台駐屯地の概要等について説明を受けた後、各種体験活動に挑戦し、元

気よく、かつ真剣に取り組んでいました。
駐屯地では、今後も職場体験活動に協力し、自衛隊への信頼と理解を得るように努めてまいり

ます。

駐屯地は、10月７日から１１日の間、仙台大学５名の臨地実習に協力しました。
学生は、陸上自衛隊給食業務の概要説明を受け、自衛隊の衛生・栄養管理・検収・倉庫管理・

人員集計業務について学ぶとともに、実際に裁断・調理・配食等を体験しました。
また、調理員に対する栄養教育として「立ち仕事が多い人に向けたトレーニングとストレッチ

の紹介」「食中毒と牡蠣について知る！」をテーマに、手作りの資料を用いながら一生懸命教育
を行いました。
最終日のお昼のメニューは、実習生考案の「グルテンフリーカレー」を提供し、「大量調理の

時には、調理工程も工夫しなければならないと気づかされました。」「大量調理の大変さ、難し
さ、やりがいなどを感じ、学ぶことができました。」と自分たちが調理したカレーをほおばりな
がら感慨深げに話していました。
駐屯地は、今後もたくさんの人に自衛隊を知っていただけるよう教育実習等にも協力してまい

ります。


